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開始点

　ブランコの原理を考えよう。図のように，質

量  の物体が長さ  の糸で固定点

につながれている。物体には精巧な仕掛けと

電池が組み込まれていて，物体は最下点を

通過した瞬間このときの糸の張力を    とす

るから，しばらくの間，    の張力で



 

だけ糸を物体の中へ引き込み，その後，振れの最大点に到達し，速さがになっ

た瞬間に張力をとして



  だけ糸を物体の外へ出すという動作をする。いま，

物体を手に持って，がとなる開始点に物体を停止させてから手を

離したとすると，物体は上図のように動いていく図中の矢印が動きを示している。

ここで物体の大きさ，空気の影響，糸の質量は無視できるものとし，糸の伸び縮み

や，たるんでいた糸が急にピンと張る点での物体の運動エネルギーの減少は考えな

いこととする。また，重力加速度の大きさは   とする。

　最初に最下点を通過するときの糸の張力    を，このときの物体の速さ

　    と，，のうち必要な記号を用いて表せ。

　最初に最下点を通過するときの物体の速さ    を，，のうち必要

　な記号を用いて表せ。

　度目に最下点を通過するときの物体の速さ    を，，のうち必

　要な記号を用いて表せ。

　増加した力学的エネルギーはどこから供給されたか。

　実際のブランコでは人が立ち上がる動作としゃがむ動作を行っている。これらは，

　それぞれ最下点，振れの最大点のどちらの動作に対応するか。
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